
農業経営基盤強化促進法第１８条第１項の規定に基づき、公表します。

１ 地域における農業の将来の在り方

（１） 地域農業の現状及び課題

注１：「地域名」欄には、協議の場が設けられた区域を記載し、農林業センサスの農業集落名を記載し
てください。
注２：「協議の結果を取りまとめた年月日」欄には、取りまとめが行われた協議の回数を記載してくだ
さい。

地域名
（地域内農業集落名）

鷲敷地区

協議の結果を取りまとめた年月日
令和6年9月26日
（第１回）

那賀町は、西に剣山を望む徳島県南東部、那賀川の中上流部に位置し、東は阿南市、西は高知県に隣接している。面積は徳島県の1/6にあたる
695km2あり、その内の９５％を山林がしめている。年間平均気温は、１３.５℃であり、内陸部のため、朝夕の寒暖差が大きいのも特徴であ
る。また、年間平均降水量は3,159mmで、日本有数の多雨地域でもある。この地勢を生かし、農業では稲作をはじめ、ゆず、すだちなどの果
樹、おもと、けいとうなどの花き類、晩茶、イチゴなど様々な作物が生産されている。中でも木頭地区を中心に生産されている木頭ゆずは全国
第２位の生産量となっている。
○従来からの課題
慢性的な後継者不足であることから、新たな担い手（新規就農者）の確保が急務であるため、担い手＝定住者の視点から、例えば、農業で安定
的な生活が担保できるような環境を整備することで、定住を促進する取り組みと共に新たな担い手の確保に繋げることが必要である。
○協議によってわかった近年の課題や意見
・農地の賃借をスムーズにできるようにしてほしい。
・農地の貸し借りでうまく委託されているところだったらよいが、畔道が多いなど、畔半まで管理してくださいなどいろいろ伝えるようになっ
とんですけれども、畔道がどうなっとかでも知らない人がたくさんいる。例えば、段があったら、斜めのところは上の人が管理するなど。そう
いったルールがあってそれを知らない方がおられる。引継ぎをうまくできるような方法について協議した方がよいかなと思います。
・大がかりな農業だけではなく、ちょっと野菜を作ってみたいなどの小さな農業をしたい方でも、借りやすい仕組みがあればよいと思う。
・改地などで新たに農地を取得する際、周辺に家などがあり消毒などの際にトラブルになったりする恐れはありませんか。そんな場合も考えて
新規就農希望者が来た場合は、どうやって判断するかわかりませんけど、やはり問題がない土地を貸すようにするんでしょうか。
・農地を借りて規模拡大も水が使えるのが前提の話です。用水の老朽化が激しく、維持管理する集落の人員も減ってきています。人数が減れば
当然維持管理の負担が増します。町はこの状態をどう考えていますか。
・鳥獣被害対策としての防止柵の補助制度について、近年資材費も高騰している。補助額の上限を増額するとともに、制度を使い易くするた
め、柵を設置する作業の工程も考慮して、手続きを簡素化していただきたい。
・今は農業委員会に届けている貸し借りの手続きを令和７年４月以降は全て農地バンクに届出しなければならないのか。
・農地バンクの周知を徹底してほしい。
・農地バンクはどこに設置されるのか。
・地域計画や農地バンクに関することについて、問い合わせ先や責任がどこにあるのかもう少し周知していただきたい。
・この地域計画は人農地プランが前提で一度取り組まれてますね。例えば田んぼがいろんなところにあって、あと5年後10年後に管理する人も
減ってくるだろう。じゃあここの管理は、新たにAさんにやってもらったり、他の人で回していったりして、地域の田んぼとか土地っていうの
を有効活用しようかっていうふうな話の中での次の段階ということですか。

（中山一区,中山二区,中山三区,八幡原,南川,北地一区,北地二区,田野,町,西在,土佐,
小仁宇一区,小仁宇二区,百合谷,仁宇,阿井,百合）
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（２） 地域における農業の将来の在り方

２ 農業上の利用が行われる農用地等の区域
（１） 地域の概要

ha
ha
ha

（２）農業上の利用が行われる農用地等の区域の考え方（範囲は、別添地図のとおり）

３ 農業の将来の在り方に向けた農用地の効率的かつ総合的な利用を図るために必要な事項

農振農用地区域内の農地及びその周辺の農地を農業上の利用が行われる区域とし、その区域と住宅地又
は林地との間にある農地は保全・管理を行う区域とする。

うち農業上の利用が行われる農用地等の区域の農用地等面積

注：区域内の農用地等面積は、農業委員会の農地台帳等の面積に基づき記載してください。

（１）農用地の集積、集約化の方針
後継者のいない等の農地については、鷲敷地区における担い手の方々が、将来的な経営規模に則し、意
向に沿って無理のない範囲で引き受ける。中心経営体が様々な事情で営農の継続が困難になった場合に
は、農地の保全管理や新たな受け手への付け替えを進めることができるよう、農地中間管理機構を通じ
て中心経営体への貸付けを進めていくことで、新たな担い手への農地集積を進める。
（２）農地中間管理機構の活用方針
中山間地域であり様々な課題はあるが、農業の生産効率の向上や農地集積・集約化を図るため、農地中
間管理機構の制度の説明、活用を積極的に推進する。

（３）基盤整備事業への取組方針

194.7
（うち保全・管理等が行われる区域の農用地等面積）【任意記載事項】

農用地利用集積等の効率化に努めると共に、農業による多面的機能を最大限活用することで、持続可能
な地域農業をめざしていく。また、地域の農業者により、水路・農道等の管理を行い、耕作可能な状態
を維持していく。

区域内の農用地等面積 194.7

・那賀町でも広大な地区がある。自分がやっている地域のことしか実際わからない。全体で話し合うということはすごく重要だと思うが、細か
い問題とかは住んでる人しかわからないと思う。まずは現状を把握すべき。農業に関わっている人はこの場にいる人よりももっと多いと思う。
全体の話する場合必要だと思うけどもっと小さな単位で、地域の中でちょっとこういうふうな計画がありますんで、ちょっと地域間で農地の話
をしませんかっていうのがいると思う。この計画の中で一番責任があるのは農家だと思う、自分たちが管理していくという話だから。ちょっと
話が大きすぎて、言いたいこと、やりたいことが多すぎて言えません。逆に言って欲しいことがあるのでは。
・国の支援制度との関係性を考えれば、案というか計画は必要かと思うのでそれはそれで進めて行ってほしい。だが、もっと協力してくだいと
いう周知が必要だと思う。補助制度を利用したい農業者もいると思うので、有効に活用できるよう周知のほうが先だと思う。
・人農地プランのときもそうだったけど、やっぱりあきらめないといけない部分と絶対残さないといけない部分があると思う。
・新しく入ってきてくれた人に優先的に条件の良い土地を回すとかの施策が必要では。
・10年後の経営拡大を望んでいない方もいる、それが正解ではないと思うし、いろんな人を増やす、やりたい人がやりたい農業ができる環境を
作っていく必要がある。
・なぜ昼間に協議を？協議は夜にしてほしい。後主要な方が何人か参加されていない。
・農地バンクに届け出る際、不動産物件のように諸条件をPRすることはできないのか。そしたら借りる側も判断しやすいと思うのだが。
・農地バンクになると今借りてるところはどうなるのか、利用権が終わるまではそのままでよいのか。



以下任意記載事項（地域の実情に応じて、必要な事項を選択し、取組方針を記載してください）

⑦保全・管理等 ⑧農業用施設 ⑨耕畜連携等 ⑩その他
【選択した上記の取組方針】

地区内における生産性の向上や農地集積・集約化を図るため、強い農業づくり交付金や農地利用効率化
等支援交付金、果樹先導的取組支援事業等の補助事業を積極的に活用し、地域内の基盤整備に努める。

（４）多様な経営体の確保・育成の取組方針
徳島県、那賀町、徳島県農業協同組合、また担い手の受け皿となる地域内で農業に取り組む法人と連携
し、相談から定着に至るよう移住就農を積極的に進め、地域の担い手としての育成を図る。後継者候補
者や新規就農者がいれば、農業経営を継承を含む育成、支援に取り組む。

（５）農業協同組合等の農業支援サービス事業者等への農作業委託の活用方針
地域内で農作業の効率化を図る為、委託可能な作業についてはサービス事業体へ委託も検討し、遊休農
地、耕作放棄地の発生防止を図る。

①鳥獣被害防止対策 ②有機・減農薬・減肥料 ③スマート農業 ④畑地化・輸出等 ⑤果樹等
⑥燃料・資源作物等

①鳥獣被害防止対策
鳥獣被害拡大防止の為、防止柵を設置するとともに、目撃情報や被害情報があった場合の対応について
今後も体制を維持できるように努める。
②有機・減農薬・原肥料
品質の維持、収量の確保など課題もあると思われるが、消費者・生産者の関心は高く、今後も環境に配
慮した取組を進めていく。
③スマート農業
ドローンによる防除処理等スマート農業技術の導入により、農作業の効率化を図ることにより、労働力
不足に苦しむ生産者の負担軽減を図る。また、その他の技術についても実証実験等を積極的に活用し、
導入を検討していく。
⑤果樹等
地域の特産物である、すだち・柚子等について、産地維持のため、果樹産地構造計画に即した果樹の優良品種への改・新植や
省力化等に向けた園地整備を進め、担い手への集積を促す環境整備に努める。また、新植・改植支援事業の活用も検討し、園
地の生産性の向上、担い手の確保、栽培技術の向上に努める。また、水稲、花卉類、野菜類の栽培についても、引き続き取り
組んでいく。

担い手の営農や農業を担う者の利用状況などを考慮し、出荷・調製施設など農業用施設の整備・また集
約化を進める。

⑥燃料・資源作物等
飼料用米については、地域内においても約１ヘクタールの作付けが行われており、今後も農地維持・耕
作放棄地の増加防止の観点からも引き続き取り組んでいく。
⑦保全・管理等
中山間地域等直接支払制度・多面的機能支払制度等の支援事業も活用しながら、地域の農業者により水
路・農道等の管理を行い、耕作可能な状態を維持し、農地を保全管理していく。
⑧農業用施設


